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1. MOBOTIX MOVE バンダル画像解析付12メガピクセルHemispheric屋内カメラ


最大12メガピクセルのMOBOTIX MOVE最初のHemisphericカメラ


MOBOTIXの技術的に幅広いカメラポートフォリオにより、全ての監視カメラプロジェクトで理想的に設置
し、ほとんどのケースで単一のソースから完全なMOBOTIXソリューションを利用することができます。最
新ですぐに注文が可能な、バンダル対応IK10ハウジングに収められた新しいMOVEのHemisphericカメラ
で、あらゆる場面で最適に設置されます。


カメラでの画像補正とVMSでの画像補正が可能な、このパワフルな12メガピクセル屋内カメラは、監視エリ
ア全体の360度の映像を提供します。内蔵赤外線投光器と高度な露光制御により、暗い場面でもこのカメラ
では問題ありません。容易に設置でき、箱から出してすぐに使用できます。




製品情報　2022年2月


主な技術的特徴:


・エッジ画像補正とバックエンド画像補正 

・赤外線LED(デイナイト機能、最大10m) 

・最大フレームレート(H.265、バックエンド画像補正): 25fps`12MP 

・バンダル防護 IK10(屋内) 

・SONY CMOS プログレッシブスキャン画像センサー 

・最大12メガピクセルの画像センサー解像度 

・マルチコーデックをサポート(H.265/H.264/MJPEG) 

・画像補正表示モード: デジタルPTZ /パノラマビュー/クワッドビュー 

・デイナイト機能 

・ONVIF Profile S/G/Tサポート 

・インテリジェントイベント機能: 外部入力/マニュアルトリガー/モーション検知/定期イベント 

・MicroSD/SDHC/SDXCカードサポート、最大512GB 

・双方向オーディオ、内蔵マイクとスピーカー 

・PoE IEEE802.3af、Class 0、最大12.95Wの電
源供給 

・寸法、重量: Φ130 x 57.8mm、565g
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8つの統合ビデオ解析ツールを備えたMOBOTIXMOVEカメラ


この新しいMOBOTIX MOVEカメラは、カメラのファームウェアを介して直接インテリジェントな画像解析
を行うための高度な画像処理アルゴリズムも提供します。 現在8つの異なるアプリケーション機能で構成さ
れている画像解析パッケージに追加ライセンス費用なしで、カメラは多くの異なるアプリケーション領域で
さらに効率的に使用できるようになりました。


注意: これらの画像解析機能は、「混雑していないエリア」に適しています。 これらは、主に移動する人が
あまり多くなく、監視対象領域の映像がオブジェクトによって隠されたり影響を受けたりしないアプリケー
ションシナリオです。 アルゴリズムの品質、つまり検出精度と誤警報率は、カメラの設置とパラメーター化
に大きく依存します。
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2. MOBOTIX MOVEスピードドームカメラ用ブラケット


MOBOTIX MOVE スピードドーム - プロフェッショナル モーター駆動式PTZカメラ


MOBOTIX MOVE スピードドーム SD-330: 安定したメカニズム。 安定した画質。


モーター駆動式屋外PTZカメラは、サーボフィードバック技術と電子式手ぶれ補正機構を備えています。 こ
れらの機能は、空気の動きが強い場所(風、大型車両)で、特に高光学ズームが実行される場合にも決定的な
利点を提供します。


MOBOTIX MOVE スピードドーム SD-340-IR：アクションをより早く開始します。 真っ暗闇の中でも。


標準以上のもの: パワフルで耐久性があり、同時に省電力の電気モーターを備えた非常に高速なパンおよび
チルト技術により、目的のエリアに素早く到達できます。 最高のズームレベルでも鮮明な画像が得られ、統
合された赤外線投光器により、すべての照度条件下で、鮮明な画像は、完全なフル装備のプレミアムPTZカ
メラの一部となります。


これら2台のカメラ用に、MOBOTIXは、直接壁取付(Mx-M-SD-W)、ポール取付(Mx-M-SD-P)、およびコー
ナーマウント(Mx-M-SD-C)用の特別なアクセサリー製品を提供しています。


新着: 

次のページで、MOBOTIX MOVEスピードドームカメラ用の新しい追加の取り付けソリューションを紹介し
ます。これは今すぐ注文できます。
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3. MOBOTIX MOVE アップデート: ソフトウェアと製品


すべての2メガピクセルと5メガピクセル VA MOVEカメラシステムリリース: VB1A-5-IR-VA, VB2A-2-IR-

VA, VD1A-5-IR-VA, VD2A-2-IR-VA, BC2A-2-IR-VA


 

 

新しいMOBOTIX MOVEファームウェアリリース mb20210816SXは、2メガピクセルまたは5メガピクセル
イメージセンサーを備えたすべてのMOBOTIX MOVEドームおよびブレットカメラに推奨されます。


すべての3メガピクセルPTZカメラと4メガピクセルMOVEカメラ用システムリリース: SD-330/340-IR, BC-

4, VB-4, VD-4


 

 

 

 

新しいMOBOTIX MOVEファームウェアリリース mb20210607RP(スピードドームカメラSD-330/340-IR用)

およびmb20210604RS(4メガピクセルブレットおよびドームBC-4/VB-4/VD-4用)は、3メガピクセルおよび 

ここに掲載されている4メガピクセルイメージセンサー搭載のカメラ用です。


バグ修正に加えて、リリースは多くの安定性と機能の改善も提供し、MOBOTIX JAPANのWebサイトで無料
でダウンロードできます。




製品情報　2022年2月


すべてのMOVE NVRモジュール(8と16チャンネル)用システムリリース: Mx-S-NVR1A-8-POEと 

Mx-S-NVR1A-16-POE 
 
MOBOTIXは、MOVE NVR(ネットワークビデオレコーダー)を使用して、特に実用的で使いやすいプラグア
ンドプレイソリューションも提供します。これは、MOBOTIX MOVEまたはONVIFカメラの数が限られてい
るローカルビデオ監視システムに最適です。


MOBOTIX MOVEカメラが持つ既存の画像解析機能で十分な場合においては、コンパクトなエンドツーエン
ドのビデオソリューションとして、小売業、ホスピタリティ業界、または私有地など、多くのアプリケーショ
ンにお薦めです。接続されているすべてのカメラは、MOBOTIX MOVEカメラに合わせて調整された統合さ
れた無償でフリーライセンスのMOBOTIX MOVE NVRビデオ管理ソフトウェアによってサポートされていま
す。最新のファームウェアを使用すると、MOBOTIX MOVE NVRデバイスはONVIFプロファイルS、T、およ
びGをサポートしており、MOBOTIX HUBベースのビデオシステムへの統合にも適しています。


新しいMOBOTIX MOVE NVRファームウェアリリース 

mb20210902NVR816は、すべてのMOBOTIX MOVE NVRデバイスに推奨されます。


バグ修正に加えて、ファームウェアは多くの安定性と機能の改善も提供し、MOBOTIX JAPANのWebサイト
で無料でダウンロードできます。
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MOBOTIX MOVE NVR無償アプリのアップデート 


iOSおよびAndroidの場合: MOBOTIX MOVE NVR(ライブビュー、再生ビュー)に接続されているすべての
MOBOTIX MOVEカメラを表示および制御するためのモバイルVMSソリューションとして使用できる無料ア
プリ。 MOBOTIX MOVE NVRとカメラへの接続は、追加のWLAN接続を介してローカルで確立されます。


現在のバージョンの新機能: 

・バグ修正と安定性の改善 

・アラームベースのプッシュ通知のサポート（最新のMOVE NVRファームウェアと組み合わせてのみ使用で
きます）


Google Play:   https:// play.google.com/store/apps/details?
id=com.mobotix.movenvr

App Store:   https://apps.apple.com/de/app/mobotix-move-nvr/id1521256197


製品情報　2022年2月


https://play.google.com/store/apps/details?id=com.mobotix.movenvr
https://play.google.com/store/apps/details?id=com.mobotix.movenvr
https://play.google.com/store/apps/details?id=com.mobotix.movenvr
https://play.google.com/store/apps/details?id=com.mobotix.movenvr
https://play.google.com/store/apps/details?id=com.mobotix.movenvr
https://play.google.com/store/apps/details?id=com.mobotix.movenvr
https://play.google.com/store/apps/details?id=com.mobotix.movenvr
https://apps.apple.com/de/app/mobotix-move-nvr/id1521256197


MOBOTIX MOVE 2メガピクセル バンダルドームカメラ VD-2-IR の後継機 


費用対効果の高いエントリーレベルモデルMOBOTIX MOVEバンダルドームMx-VD1A-2-IRは、後継の
MOBOTIX MOVEバンダルドームMx-VD2A-2-IRに置き換えられます。これは、デザインは同じですが、細部
が改善されています。 光学的にも機械的にも、後継モデルは前のモデルに相当しています。 ただし、新し
い、より強力なプロセッサーを使用することで、細かな事がいくつか改善されます。


・最大のWDR 最大130dB 水平画角96～76° 

・最小 0.1ルクス(カラーまたはデイモード)および0.01ルクス(白黒またはナイトモード)の周辺照度 

・最大40mのLEDライト範囲の拡大(風景と目的による) 

・最大30fpsのフレームレート　解像度とアクティブ化されたWDR 

・電源: PoE IEEE802.3af、クラス0、最大 7.5W
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Mx-VD1A-2-IR 
販売終了

Mx-VD2A-2-IR 
新発売



販売終了: MOBOTIX MOVE BC-4-IR-D, VB-4-IR-DとVD1A-4-IR-D


標準レンズを搭載したモデルへの需要の変化に伴い、4メガピクセルイメージセンサーと特殊距離レンズ(水
平画角を最大35°まで)を備えた3台のMOBOTIXMOVE ブレットおよびドームカメラの生産を直ちに中止す
ることを決定しました。必要に応じて、受注はできますが、在庫がなくなり次第、販売終了となります。
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4. MOBOTIX 7 M73用サーフェスマウントウォールブラケットと天井付ブラケット


5. S74センサーモジュールと拡張モジュール用ロングケーブルエクステンダー(最長30mまで
ケーブル伸長)


センサーモジュールとS74カメラハウジング間の距離が最大30メートル長くなります


長距離でも橋渡しします。 IP66。 最大30フレーム/秒の4K画像転送速度*。 

2つのコンパクトで耐候性の接続ボックスで構成されるロングケーブルエクステンダー(LCE)セットを使用す
ると、S74(4K、4MP UltraLowlight、Thermal Bシリーズ)、汎用モジュールMultiSense、および赤外線投光
器用に提供されるすべてのセンサーモジュールをカメラハウジングから30mの距離で配置できます。


2つのLCE接続ボックス間で画像データを伝送するために、MOBOTIXから付属品として入手可能な長さ30m

までの光ファイバーケーブルが利用可能です。さらに、これも最大30 mの長さの2番目のツイストペアシー
ルドケーブル(6x2)を使用して、電圧と制御コマンドを送信します。


ケーブルは次の仕様に準拠している必要があります。 

・AWG 24-20 

・ケーブル径(剛性)0.14-0.5 ㎟ 

・ケーブル径(フレキシブル) 0.2～0.5 ㎟ (フェルール付) 

 

*30 fps@4K(WDRオフ)、15 fps@4K(WDRオン)
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LCEモジュール 
カメラ側

LCEモジュール 
センサー側

センサー/拡張 
モジュール

S74カメラ
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ロングケーブルエクステンダーの設置 - 簡単


センサーケーブル: 

・Mx-A-S7A-CBL-xxケーブルを使用して、センサーモジュールをSensorというラベルの付いたロングケーブ 

　ルエクステンダーのボックスに接続します。 コネクターを揃え、完全に挿入されるまでソケットに押 

　し込みます。 

・Mx-A-S7A-CBL-xxケーブルを使用して、Cameraというラベルの付いたロングケーブルエクステンダーの 

　ボックスをS74に接続します。 必ずコネクターを右に向け、ソケットに奥まで押し込んでください。


電気的接続(AWG 24-20、最大30 m) 

・両方のロングケーブルエクステンダーボックスのコネクターの両側に同じワイヤーを接続してください。 

・ケーブルタイでケーブルシールドをボードに取り付けます。 

・白いゴム製のプラグを使用し、使用しているケーブルに適切にフィットするように必要な数のステップを 

　カットします。 

・ゴム栓が箱の開口部を適切に密閉していることを確認してください。


光接続(光ファイバーケーブルMx-A-S7A-LCE-OF30、最大30 m） 

・ロングケーブルエクステンダーコネクターから保護キャップを取り 

　外します。 完全に挿入されるまでプラグをソケットに押し込みま 

　す。 クリック音が聞こえたら、プラグは完全に挿入されてロックさ 

　れています。 

・必ず白いゴム製ガスケットをロングケーブルエクステンダーの開口 

　部にスライドさせ、ケーブルタイでガスケットを固定してくださ 

　い。 

・S74汎用モジュール(MultiSenseまたはIRLight)がロングケーブルエク 

　ステンダーボックスを介してカメラに接続されている場合、この光 

　学的接続は必要ありません。 これには、上記の電気的接続で十分で 

　す。 S74オーディオモジュールのリモート接続はサポートされてい 

　ません。


カメラのセットアップ: 

・ブラウザーで、Admin Menu → ハードウェア設定 → センサーモジュール設定に入り、ケーブルの長さを
「長い(2メートル以上)」に設定して、カメラを再起動します。
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6. S74 プラグインボード　RJ45ネットワークコネクターと外部12-24 VDC電源


スロット2
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7. M73とS74サーマルセンサーモジュール用アップデート、新製品番号含む


なぜ今、MOBOTIX 7ビデオシステム用の新しいサーマルセンサーモジュールなのか？


視覚的に同一のサーマルモジュール - ただし、接続と組み合わせのオプションが増えました。 

これまで、サーマルセンサーモジュールは、M73とS74の両方で技術的な理由から、M3モジュール接続での
み操作できました。現在提供されている新しい後継サーマルモジュール(Bシリーズ)と最新のカメラファーム
ウェアバージョン7.2.1.xxの組み合わせにより、これらの制限は適用されなくなりました。つまり、バー
ジョン7.2.1.xxのカメラファームウェアとの組み合わせにより、新しいサーマルセンサーモジュールは、既存
のすべてのセンサー接続M1からM3(M73カメラ)またはM1からM4(S74カメラ)で操作できます。 これは、セ
ンサーの組み合わせ1xサーマルと1xオーディオがM73でも可能になり、2xサーマルがS74でも可能になるこ
とを意味します。


MOBOTIX 7 Bシリーズサーマルモジュール: 同じ製品選択とパフォーマンスデータ、新しい注文番号
MOBOTIX S74およびM73の各々のサーマルモジュールは、画像領域全体の温度測定用に熱放射測定(TR)を
備えたバージョンと備えていないバージョンで利用できます。 

MOBOTIXは、CIF解像度(336 x 256)およびVGA解像度(640 x 480)のすべてのセンサーバリエーションを再
び提供します。 ピクセル数の増加と最大90°x69°の拡張画像角度により、VGAは、CIFモジュールよりも遠
い距離から、より多くの詳細、より広い領域(境界保護)、および温度差を検出できます。 

新しいBシリーズサーマルセンサーモジュールのMOBOTIX注文番号は、個々の注文番号でシリーズを定義す
る文字「A」を「B」の違いのみです。 

TRを備えたS74PTマウントVGA熱センサーモジュールの例90°x69° 

	 以前の注文番号(Aシリーズ): 	 Mx-O-M7SA-640RP050 

	 新規注文番号(Bシリーズ): 	 Mx-O-M7SB-640RP050





S74のサーマルセンサーモジュールは、金属製のハウジングを備え
た黒色の組み込みモジュールとして、または調整可能なPTMountに
統合された状態で入手できます。 M73のサーマルセンサーモジュー
ルは、M73カメラのフロントパネルに恒久的に接続されており、い
つでも交換または追加購入して変換することができます。
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お問い合わせ先：MOBOTIX JAPAN（モボティックス　ジャパン） 

e-mail：cam-sales@mobotix.jp 

www.mobotix-japan.net


MOBOTIX AGについて : 

MOBOTIX AGは、ドイツ Langmeilに本社を置く、ネットワークカメラ・システム開発製造会社です。
MOBOTIX IoTネットワークカメラは、ドイツ本社工場で製造されています。 

www.mobotix.com


MOBOTIX JAPANについて : 

MOBOTIX JAPANは、MOBOTIX AGの日本パートナーである株式会社K.J.フェローにより運営されていま
す。 

MOBOTIX JAPANは、MOBOTIXの日本輸入販売代理店です。 

www.mobotix-japan.net


K.J.フェローについて : 

株式会社K.J.フェローは、2003年10月に創業。ネットワークカメラ、セキュリティ関連の海外製品の輸入販
売、コンサルティング専門のIT＆セキュリティ技術商社です。MOBOTIX JAPANを運営し、その他、AI画像
解析のIpsotek、NVRのWavestoreの日本パートナーとして日本市場開拓を担っています。 

www.kjfellow.com

http://www.kjfellow.com

